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近 代 市 民 社 会 の ニ ク セ
ー メーリケのメルビェン『美しいラウの物語

』をめぐって 一

レロ 　

石 兀 修

序

『美 しいラウの物語』(Historievonderschb'nenLau)は 大部 なメル ヒェ ン 『シュ トゥッ トガル

トの雛 くちゃ親爺』(DasStuttgαrterHutzelmdnnleinl853)の 中のエ ピソー ドで あ り、外枠 と して

の大 きなメル ビェンの 中に挿 入 された(小)メ ル ビェ ンと して知 られて いる。 中世 の若い靴 職人

ゼ ッペを主人公 に した 『嫉 くち ゃ親 爺』の舞台 となる時代 が1320年 ごろに設定 されている とす

れ ば、『美 しいラ ウの物語』の展 開す る時 間は さらに百年遡 った1220年 ごろであ る と推測 され

る。(注1)『嫉 くちゃ親 爺』が 中世 を舞 台 と しなが らも、そのテーマは結局 は近代市民社会 にお

ける男女 関係 や結婚 問題で あった こ とはす でに明 らか になってい るが、(注21しか しこの 『美 し

い ラウの物語』 のテーマ もまた同様 の ことなのである。外枠 のメル ビェンにおける ように、中

世の若い男女(ゼ ッペ と恋 人 フローネ)の 姿 を借 りなが らも、実際には近代 の結婚 問題 を採 り

上げる という手法 は、 それ 自体 さほ ど奇異 で もなければ珍 しくもないであろ う。それに引 きか

えメルビェ ンや伝説 の中に しか登場 し得ず 、 しか もその結婚 問題 といえば人 間の男 との(実 現

困難な)恋 愛が 関ってい るのが常 であ るニクセ(水 の精)を 、(注3)わざわざ主 人公 に設定 した

この 『美 しい ラウの物語』 も、実 はやは り近代市民社会 における結婚 のあ り方 を主題 に してい

るのである。そ のこ とを作 品 を読 み進 めなが ら実証 してみ よう.

1

ラウは元来 は黒海近 くの ドナウ川 に棲 んでいたニクセである。 ニクセは魚 の尾 を持 つか、足

指 の間に鰭 をもつかす るのが普通 であ るが、 ラウの場合 は鰭 を持 ってい る。(注4)しか し水 の精

ではあ りなが ら、彼女の母親 は人間で あった ことも言われてい る。彼女は ドナウ川のニクス(男

の水の精)の 侯爵であ る老齢 の王の妻 となったが、妊娠 して も死産 を繰 り返 し、侯爵 の跡継 ぎ

を もうけ られない故 に、 ドナ ウ上流 の 「青 の壷」 とい う(実 在す る)地 に追放 され幽閉の身 と

なってい る。 しか し流言商の身 になる とき、姑 は、 ラウが 「五度笑 えば」生 きた子 どもを出産で

きるようになる と予 言 した。腰 元やペ ッ トの動物 を伴 って青 の壺 にや って来 た ラウは、 この青

の壺で笑 うことを学ばなければな らない。腰元は愉快な話 を聞かせ た り、楽 しいゲームを した り、

ペ ットの猿 にお も しろい振 りをさせ た りして、何 とか ラウを笑 わせ ようとす るが、彼女 の心 は

全 く楽 しまない。青の壺の なかで この ような暮 らしを してい る限 り、 ラウは笑 うことが で きな

い ままであ り、満願 の 日は訪 れず、子 どもを持つ こ とも、赦 されて夫 の もとに帰 る ことも実現

しないであろ う。 この状態が どれ ほ どの時 間続い たのか は測 り知れ ない。 しか し相 当の時 問で
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あったことは推測 される。 なぜ ならば、このニクセ ・メルビェンの事件が進行 する時代 を 「現在」

と呼べ ば、現在 までにラウは次 に述べ られている ようにキリス ト教 と葛藤 を繰 り返 してい るか

らである。 「青 の壺 は不思議 な泉 の水 をたた える丸い大 きな盆地で、修道院 のす ぐ後 ろの険 し

い絶壁 のそ ばにある[…]人 々の間では壺 に棲 む意地 の悪 い ラウと呼 ばれ もした し、 もち ろん美

しい ラウとも呼 ばれた。人間 に対 して ラウは邪悪 で もあれ ば、善良で もあったのだ。 ときお り

不機嫌 な折 には池 を氾濫 させ 、町や修道 院 を危険 に曝 した。そ んな ときには市民 は ラウを宥め

ようと、厳 かな行列 を作 って、金や銀 の食 器、盃 、皿、小 刀な どの贈 り物 を運 び供 えた。 この

ことについて僧侶 たちは、異教 的な習俗 であ り、邪神崇 拝であ ると して熱心 に反対 し、つい に

は実際 にこの習慣 がな くな って しまったのである。そのせいで水 の精 は修道 院 を憎 んでいたの

だが[…]。 」(482f.)

黒海付 近か ら流 されて きた ころは、 ラウはいわば女神 であ り、捧 げ物 を献呈 される存在 であ

ったのだ。 しか し物語の現在 であ る、1220年 頃の 中世キ リス ト教 の時代 には、民 間信仰 の対象

であ る女神 は威信 を失 い、キ リス ト教 の修 道院 に権威 を剥奪 されて しまって いる。青 の壺 に棲

み始め た頃 は、 ラウはたぶん恵みの女神 、生命 を育む女神 として崇拝 されてい たのであろ う。

シュ トル ムの 『雨姫 』(DieRegentrude1864)は 、 自然 か ら分裂 してそれ との接触 を失 い、近

代 の効率 主義 にまみれ て しまった人間へ の警 告が籠め られた作 品で あるが 、(注5)『美 しい ラ ウ

の物語』 において は、その人間 と自然 との乖離の前兆の ような もの、すなわ ち、父権制度 を貫

徹 す るキリス ト教が次第 に世界 を支配 し、土着の宗教 や アニ ミズム を駆逐 して、科学万能 とい

う近代の基礎 を作 り始めてい る様 子が比 喩的 に描 かれている といえ よう。

ラウが青の壼 に棲み始めてか らどれほ どの時間が経過 したのかは測 定で きな くとも、少 な く

とも作 品の十三世紀 には、恵みの女神 としての彼女 の威信 も失せ、今 はただ禍 を引 き起 こす禍々

しい 自然、 む しろ制御 され管理 され るべ き野生の存在 に堕 していたのである。 しか し、そ もそ

も一種の石女 として青の壺 に追放 されて きた時点で、彼女の権威失墜は始 まっていた と言 えよう。

なぜ な らば生命 を育む女神 であ るはずの彼 女 自身が もはや生 きた子供 を産む こ とが 出来ず 、い

わ ばグ レー トマザー的 な存在 感 を失 っていたか らである。

ところで ラウが壺の底で どの ような暮 らしを しているかは、一つの伝説 と して語 られている。

あ る とき生意気 な牧童 が ラウを 「雨蛙」 と呼んでか らか ったため、 ラウの怒 りを買 い、若者 は

水底 に引 き込 まれて、その まま腐 り果て るところであ ったが、幸 い にも知恵 を働かせ て地上 に

戻 ってきた。そ してそのときに若者が水 中御殿で観察 してきたもの を人々に伝 えたことによ り(一

種 の文化英雄的行為であ る)、 ラウの生活ぶ りは人口 に月會奥 した とい うので ある。 そ こは冬 で

も暖か く、美 しい ホールがあ って灯 りが とも り、床 も壁 も美 しい絨 毯で覆わ れて、豪華 な家具

が並 んでいた といわれ る。

ラウ自身もある領主の娘ではあったが、実 は母親は人間であった。 この点で、すでにラウは、

ロマ ン主義の作 家た ちやそれ以前の物語作 家た ちが描 い た水 の精 とは大い に異 なるのである。

水 の精 は魂 を持 たず人間の男 と結ばれ ることによ り魂 を得 ることにな ってい たが 、その結 びつ

きは必ず悲劇的であ り、妻が水の精 であ るこ とを知 った夫が彼 女 を罵 り、何 もか も破綻 させて

しま う場合 や、(注6)妻が水 の精 で あるこ とを知 りなが ら結婚 生活 を送 るが、次第 に妻へ の不信
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感 を育て る一方で人 間の女 に惹 かれて、やがては妻 を裏切 り、そ のため夫 自 ら命 を落 として し

まう場合 がほ とん どであ る。(注7)人間 と水 の精 の 間には常 に障壁が存在 し、 それ を乗 り越 え よ

うとして悲劇 を繰 り返す とい うのが、従来のパ ター ンであった。(注8)しか し 『美 しいラウの物語』

にあって は、その ような悲劇性 な ど全 く問題 にな ってい ない。 む しろ初 めか ら人 間の血 を引 い

てい るとい うことか ら、人間の魂 を獲得す るか否か とい うようなことはいっさい話題 に上 らず、

む しろ人 間の血 を引い ているか らこそ、人間 と接 触 して人間の生活 を体験 しなけれ ばな らず、

その経験か ら逆 に水の精 としてのアイデ ンテ ィテ ィー を見出す とい うこ とが問題 になってい る

のだ。そ のアイデ ンテ ィテ ィーが確立 された ときに、始めて生 きた子供 を産む こ とが出来 る と

い うのが、 この作 品の いわばプロ ッ トなのである。それ ゆえラウの メルヒェンに、 ロマ ン主義

的な水 の精 の悲劇 を予想 してはいけない。 む しろ ラウとい うニ クセ は、 まった く人間 と同 じよ

うに、アイデ ンテ ィテ ィー獲得 の修行 が必 要 な存在 であ るこ とを銘 記すべ きである。それゆえ

このニクセの抱 える精神的問題 は、同時に人間の女性の問題であると言 って も過言ではないのだ。

年取 った侯爵の妻 とな り(一 種 の政 略結婚 。近代 で は、 自分の娘 の ような年齢 の女性 と結婚 す

る中年や初老の男性 は珍 しくなかった)、 男 を愛す ることも知 らず、女性 として充 分 に成 熟 し

ない ままに妊娠 して、結局 は子供 を産み育 て ることので きない女性 の問題 。 この ような女性 が

成長 し、セクシュア リテ ィー とアイデンティテ ィーを確立するにはどのような経験が必要なのか。

これ こそ、 この(近 代社会 の女性 の苦悩 を代 弁す るような)ニ クセの抱 える課題 であ り、作 品

のテーマ である と言 えるであろ う。

H

ラウは 「特 別 な理 由 もないの にいつ も悲 しんでい た。」(484)ラ ウは心か ら笑 うことを五

回経験 しない限 り、生 きた子供 を産 む ことがで きない、五回 目に笑 った ときに何 かが起 きるで

あろ うが 、 しか しそれが何 なのかニ クスに もわか らない と、姑 は言 ってい る。夫 は自分の努力

に報 わない妻 を追放 した。跡継 ぎを残せ ない女 は宮廷 には置け ない とい うのであ る。青の壺で

彼女 は、腰元 に囲まれ一 日に何度 も豪華 な衣装 の着せ替 えを して もらい、お話 を聞かせ て もら

った り、音楽や踊 りを提供 して もらった りして、 日長一 日まさに近代 の有閑マ ダム よろ しく退

屈 な時間を送 ってい る。ペ ッ トの動物や小 人が笑 わせ ようと して も彼 女の退屈 は癒 されず、全

く笑 いは生 じなか った。追放 されて以来、年毎 の冬 の始 め には、故郷 か ら使 者が訪れ て、 この

一年 間に成果(笑 いの徴候)は なか ったか と問 うが
、その度 に 「私 た ちは昔か らの歌 を歌 い ま

した/そ して昔か らの ダ ンス を踊 りました/も う少 しで上手 く行 くところで した/紳 士方 よ、

一年 のちにおいで ください」(485)と 応答 され
、吉 報 を持 たず に王宮へ 戻 るばか りであ る。

何百回これが繰 り返 された ことであろ う。そ してその度 にラウの悲 しみは深 まるばか りである。

このラウの生活 に変化が起 きるのは、 この十三世紀であ る。 もとは尼僧院であ った建物がい

まは世俗 の手 にわた り(父 権 制の時代 の証 か も知れ ない)、 「尼僧 亭」 とい う名の旅館 に引 き

継がれてい る。 そ この女将ベ ー タが、春 に菜園の畑 を耕 したついで に、青の壺のわ きの瓦礫の

山を片付 けて、 そ こに カボチ ャの種 をまい た。そのお陰で夏 には池の端 は緑で美 しく飾 られ、
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秋 には カボチ ャが見事 に実る ことにな った。 カボチ ャは多産、豊穣の シンボルで ある。豊穣 の

女神 であ った ラウが カボチ ャを供 えて もらい、逆 に自分 の安産 と多産 を祈願 して もらってい る

ような ものである。女 将がカボチ ャを植 えている ときには、(男 性)修 道院の建物 か ら、院長

が女 将 を脅す振 りを して、 ラウを崇 めるなかれ と轡めてい る。 ここにもキ リス ト教 とラウの対

立が現れている とも言 えようが、それは同時 に父権制社会か らの一種 の圧力 とも読み とれ よう。

ラウは、地下水道 を通 り抜 け尼僧亭 の地下室 まで泳いで きて、 この女将の奉仕に礼 を述べ る。

ラウは感 謝の しる しに、特別な独楽 をプ レゼ ン トす るが、そのお陰で旅館 はおおいに繁盛す る。

べ 一タには、尼僧亭 の経営の中心である長男夫婦 と、修 道院の コ ックをしてい る独 身の次男 と、

未婚の二人の娘がいた。彼女は寡婦であるらしい。 ラウは女将 と二人の娘 および長男の妻 と、 「女

だけの」 つ き合 い を始 めるが 、特 に長女ユ ッタとは 「姉妹 の ように」 親 しくなる。 ラウは月に

一度 は訪 ねて きていたが
、数年 たったある夏 の 日、女将 に勧 め られて水 か らあが り、人 間の住

居 を見せ て もらう。半分 は人 間の血が混 じってい るラウに とっては、 これは 自己の アイデ ンテ

ィテ ィーを確 かめるチ ャンス で もあ る とい え よう。 「ず っ と前 か ら人 間の住居 を見 たか ったの

です。そ こで どんなふ うにな りわいが営 まれ、 どんなふ うに糸が紡 がれて反物がで きあがるのか。

あなたが たの娘 さんたちが どのように結婚 して、小 さい子供 たちを どの ように揺 りか ごで寝か

せ るのか、見 たか ったのです 」(488)と い うラウの言葉 はその ことの現 れ とい える。 同時に結

婚生活 の、性や 出産 につい て も知 りたい とい う願望 も表現 され てい るであろ う。

ユ ッタはラウに自分 の着物 を着せ ようと、水か ら挙が ったばか りの ラウの体 をリンネルで拭

いてや る。足 の裏 を拭 くとラウはこそ ばさに くす くす笑 う。 これ を笑い とい う成果 に数 える こ

とを女将 は言牙しく思 うが、 しか しニ クセであ るラウが布 で足 を拭 くこ とな ど本来 あ り得ず 、 こ

の経験 はラウの人間 としての部分 を思い出 させた ようなものであ り、 アイデ ンテ ィテ ィー確認

の一つの作業 としての意味 はあ る。そ して成熟の ため に必要な笑いの一つ に数 え られて もよい

であ ろう。 またラウは室内の鏡 に驚 く、鏡 を覗 くの は始 めての体験 であ るの だ。 これ もまたラ

ウが人間的 な仕方で 自己 を知 る一つの経験 なのであ る。

その後 ラウは長男夫婦のベ ッ ドと子供 た ちのベ ッ ドを見 る。何気 な く表現 され てはいるが、

これ も若い夫婦 のセ クシュアリテ ィーや出産 と子 育ての問題へ の関心 の現れであ り、性的 に成

熟 してゆ くためには有意義 な観察である と言 えよう。 このあ と直 ちに、二度 目の笑いが訪れる。

寝 起 きの子供 が リンゴを くわ えて、お まる にすわ り排泄 を している。当然臭い もす る。 このユ

ーモ ラス な絵 にラウは女たち と一緒 に朗 らか に笑 うのである
。

二度 も笑 った ラウは幸福 な気分 でその夜 眠る。 ラウは夢 の中で も笑 う。その夢で は女将が太

ったニ クセ にな って青 の壺 のなかに腰掛 けていた。修道 院長 が女将 に懸想 してい るこ とを知 っ

ていた ら しい ラウは、彼 が女将 のニ クセにキス をする夢 を見 る。する と夢 の 中で はその音が修

道 院全体 に反響 し、あわてた院長 の僧帽 は水 に落 ち、音 を聞 きつけたキ リス トが現れ たため、

院長 は帽子 の濡 れた理 由につ いて嘘 をつ か ざるをえない。 目覚 めた ときラウは自分が夢 を見 な

が ら笑 っていた ことに気づ く。夢 の中でキスを しているのは女将 ではあるが、 この ような夢 を

見 る ようになっている点 に、 ラウのセクシュア リテ ィーの開花 が読 み とれ よう。 自分 自身のキ

ス を楽 しむ までには到達 していないが、母親代 わ りの ような(ラ ウの母 は人 間であ ったの だ)
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女将 に、夢の なか で代行 的に性 的な営 み をつ とめ て もらうこ とに より、 ラウは、性 に対 す る嫌

悪感や恐怖感 の ような もの をかな り減少 させ るこ とに成功 しているのだ。 しか も宿 敵の院長 を

笑いの対象 に出来 た。夢 の中で ラウはフラス トレーシ ョンを解消 したのである。

人間の生活 を特 に 「性 的な」 要素の強い局面か ら観察 し、 さらにはその影響 に よるのか まさ

に同 じ夜 にはやは り性 的な夢 を見 て、 ラウは、昼夜の体験 に よってたった一 日で三度 も笑 う事

が出来 た。急激 な進歩 と成 熟 を遂 げてい るのであ る。彼女が成長す るためには是非 とも人間 と

の接触 が必要 であったのだ。多分 離れてい た人間の母の役割 をベ ータが果 た し、そ の娘 たちが

姉妹の ように して若 い女性 と しての喜 びや期待 を教 えて くれ たのであ ろう。 ラウはこ うして成

熟 した女性 としてのアイデ ンテ ィテ ィー を確 立 してゆ くのであ る。

しか しベ ー タは、 ラウか ら夢 の話 を聞か されて も、あ ま り良い反応 を示せ ない。 自分 と院長

が滑稽 な役 回 りを演 じさせ られてい るイメージに、好感 を抱 くこ となどあ り得 ないであ ろう。

母親の ように慕 っていた女将か ら喜 ば しい言葉 を もらえず、期待の はずれた ラウは、その まま

青の壺へ戻 る。する とまた もや昔の わが ままな怒 りが生 じて来 て、池 は氾濫 しそ うになる。豊

穣の女神へ の回帰 の道の りは まだ遠いのであ る。 しか し女将の次男で修道院の コックを してい

るクサー ヴァーが、ユーモ アで氾濫 を抑 える。す なわち彼 は、池が氾濫すれ ばご主人様(ラ ウ

のこと)が ベ ッ ド(池 の こと)か らすべ り落 ちるか も知れず、 とて も心配です、 と言 って、ベ

ッ ドの脇 にさす 「ベ ッ ドはさみ」 をわざわ ざ持 って きて、いつ も氾濫 を起 こす場 所 に立て、大

仰な召使いの演技 を して見せ る。結局 ラウはまたもや大笑いを し、無事 に怒 りと氾濫 は収 まって、

なんと彼女 は四度 目の笑い を経験 す るこ とになるのであ る。 これ は 「独 身の若い男」 が与 えて

くれた楽 しみの結果 であ った。残 るはあ と一つの笑いで ある。

皿

しか しその後は笑い はなか なか訪れず、 ドナウの宮廷か らの使者 には、期待 はず れの答 しか

与えられない。成熟は一挙 には進 まないのである。ラウの不安 は大 きくなるが、彼女は もう一つ、

人間の若い娘 と同 じように、 まさに性のイニシエー ションを体験 しなければならないのであ る。

それ は糸紡 ぎ部屋 での女ばか りの語 らいであ り楽 しみで ある。そ こで は性的 な話題 は 自由 に処

理 される。 「夕食後 、六人ほ どの親戚の陽気 な娘や妻 たちが、糸巻 き竿 を持 って離 れに集 まる

のだ。 」(491)ラ ウは次 第 に打 ち解 けてゆ き、特 になぞなぞ を楽 しんだ。 「私 は痩せ た女 王

様で/頭 に優美 な冠 を戴 いてい ます。/忠 実に仕 えて くれる人には沢山の褒美 をあげま しょう。

/腰 元たち よ私 の髪 を きれい に結 って/メ ル ビェ ンをい っぱい 聞かせてお くれ。/腰 元 たちは

私の毛 を一本 も残 して はお きませ ん/そ れで もご覧 なさい、禿 げてはい ませ ん。/散 歩 には遠

慮 な しにでかけ ます/早 足で、 とて も上 品に。/そ れで もその場か らは離れ ませ ん。/一 さ

あ皆 さん言 って ご らん、 これは一体何 で しょうか。」(492)こ れが ラウの もっ と も気 に入 っ

たなぞなぞであ るが、多分 その答 えは糸紡 ぎの紡錘 であろ う。 この一見無邪気そ うな答 とされ

る紡錘 は しか し、棒状 で男性性器 を連想 させ るのである。糸紡 ぎ部屋で ラウはこの ような狸談

を楽 しみ、性 に対 しておお らかな眼差 しを持 つ ようになる。糸紡 ぎ部屋が 性的に狼雑 な世界 で
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あ り、若 い女性 た ちのセ クシュ ア リテ ィーの発散 の場で あ った こ とは知 られ てお り、(注9)また

メー リケは性 に関す る表現 をか な り大胆(露 骨)に 行 うことがあ る。(注10)

ラウは糸紡 ぎ部屋で、舌 の もつれそ うな早 口言葉 も楽 しんだ。 「ス ライタク レッツ レブ ライ

グライバイブラウボイ レン」(498)一 ラウは この早 口言葉 を唱 えて舌 をかみそ うにな り、大笑

い をす る。五度 目の笑 いである。 そ してこの時、突然 の知 らせが入 る。知 らせ を もた らすのは

ベ ー タの長 男であ る。 「お願 いだか ら。 ラウを家へ帰 しなさい。[…]青 の壼 が溢れ て、下の通

りは もう水 に浸 か ってい る[…1大 洪水で も来 るみたいだ。」(498)糸 紡 ぎ部屋 に もた らされ

たこの緊急の知 らせに、青の壺の主人であるはずのラウが青 ざめる。 「それは王様 だわ。夫だわ。

それ なの に私 は家 を明けてい るの よ」(498)と 彼 女 は弱気 な答 を して失神 して しまう。(注11)糸

紡 ぎ部屋 で女 たち とのびのび と過 ごしていた ラウは、夫の来訪 に怯 えざるをえない。彼 女 には

夫 に対す る信頼感 がないのである。 ラ ウに とって夫 は怖 れの対象であ る。家 を留守 に して外 で

楽 しみ を持 つ妻 を、夫は きっ と赦 さないであろ うとラウは考 えてい る。 この危機 を救 うのは次

男坊 のクサーヴァーである。彼 はまだ独 身であるため、父権 を行使する までには達 してい ない。

既婚 の長男 はたぶん ラウの(家 を留守 に した)怠 慢 を責め ていたので あろ う。 しか しクサーヴ

ァーは もっと柔軟 であ りモ ラル に凝 り固 まってはいない。

クサー ヴァーは、 ラウを池のそば まで抱 きかかえてゆ き、 カボチ ャの畑 に寝 かせ て、失神 し

てい るラウにいたず らのキス をする。それは一つの レイプであ るには違 いないが、メー リケは

面白おか しく書 く.「 彼女にキスをした ら、一生の喜びになるぞ。水 の精 と一度キス したんだ と、

言 える じゃないか」(499)と 考 えて大胆 な行動 に及 んだ若 い男のい たず らに、 ラウの腰元 た

ちは怒 り、クサ ーヴ ァーにびん たを食 らわ し、その音 は修 道院 に反響 し、驚 いたクサ ー ヴァー

はほ うほ うの体で逃 げる。失神 してい なが らも、キス をされ たラウは心 か ら笑 う。 それは、ち

ょう どラウが初め て笑 った夜、夢の中でニ クセ にな った女将 に修道院長が キスを してその音が

修道院全体 に反響 したように、今回は しか し夢 では な く本 物の びんたの音が修道 院の壁 とい う

壁 に反響す る。かつ て夢の なかでキス をされたのは ラウの代理人 としての女将 であったが、今

回は ラウ自身であ り、 しか も若い独身の男性 によるキスである。 これは六度 目の笑い を呼 んだ。

本 来 な らばさ きほどの早 口言葉の笑いで、必 要 な笑い は実現 したこ とにな り、その時 に願 いが

成就 した といえるであ ろう。そのあ とで直ち に夫の来訪が告 げ られたか らである。 しか しこの

六度 目の笑 いは、 ラウのセ クシュアリテ ィー にまさに直接 的に関わる ものであるが ゆえ に、ラ

ウの成熟 にはや は り必要であ った とい えるであ ろう。 もちろんこの最後 の笑 いは、夫 のある身

で受 けたキスによ り引 き起 こされた ものであ るか ら、反モ ラル的 な笑 いである と言 えるのか も

しれ ない。最初の夢で はラウは女将 に代 理 させて夫以外の男性 とのキスを経験 していた。 しか

し今 回 は実際 に自分が受 けるのであ る。 もち ろんラウは失神 していたので、彼女 の意 志 とは無

関係 に行 われた もの とな り、 ラウの道徳1生には問題 はない とすべ きであろ う。 しか しラ ウは失

神 しなが らもキス を受けて笑 う=喜 ぶのであ る。 メー リケは相 当に大胆 な事柄 を表現 している

のか も しれ ない。年老い た夫か らは得 られない快 楽 を、 ラウは若 い独 身男性 か ら与 え られ、そ

れによ り彼女のセクシュア リテ ィーは初めて成熟 したものになった、 と考 えてよいのであろうか。

いずれ にせ よこの経験 を経 て、 ラウはあ らためて結婚生活 に戻 るこ とが で きるのである。

(26)



さて、 ラウが夫 の もとに帰 り、健全 な結婚 生活 を送 って、子 ど もを もうけ られ るよ うになる

ためには、最後の クサ ーヴ ァーに よる接 吻 も役 だ ってはい るが、何 よ りも必要で あったのは、

ベー タ女将や娘 たちの人間の女 とのつ き合 い、糸紡 ぎ部屋 にお ける娘 ら しい イニ シエ ーシ ョン

であろう。 ラウは女 たちの空 間で癒 され、女 ら しさと妥協 し、女 と して楽 しむこ とを覚 えたの

である。子 どもので きぬ女 を追放 し、 また歴 史的 には経 済的効 率 を優 先 して 自然 を虐げて きた

父権 的な社会の抑圧か ら、ラ ウを抱 き取 り、癒 し、生 きる力 を付 与 したのは、女性 た ちであ っ

たのだ。(注m)青の壺 に棲 んで供物を捧げ られても恵みの女神 にはなれず 、母親のようなベ ータに、

多産のシ ンボルで あるカボチ ャを植 えて もらって、 ようや く癒 され始 めた ラウは、 まさに人間

の女たちの援助 を得 て、本来 の性 質 をと り戻 したのであ る。それゆえ このメル ヒェ ンには、女

性 による人 間 と世界 の救済 とい う大 きな希 望がほの見 えているのか も知 れない。 まさに男性 だ

けで営 まれるキ リス ト教修道 院は、恵みの女神 のラウを蔑ろに し、彼女の権威 を奪 う。そ して、

母権的な 自然 を枯渇 させ て、つい には父権 的な制度 で世 界 を統べ ようとす る。 しか し母親 の よ

うなベー タはカボチ ャを植 え、母性 的な 自然 との交流 を保 とうとしている。女性が笑 いを忘 れ

て子 どもを持 たな くなる ような社 会 を、癒 して回復 させ 、本来 のバ ラ ンスの とれた世界 に戻す

ことがで きるのは、女性 を措 いてほか にない と、メーリケは言お うとしているように思 われる。

結

ニ クスの王が到来 したあ とでは、 しか し女性 の力は限 りな く小 さ くなる。ベ ー タたち女性集

団の存在 はほんの片 隅に追 いや られている。女た ちは男性社会 に気 を遣 い続 ける。世話 になっ

た女たちに礼 を述べ別 れ を告 げるため にも、 ラウは男 たちの もとをこっそ りと抜 け出 して来 な

ければな らない。 「王様 は私 には優 し くて慈悲深 く、私 は今 日は じめて花嫁 になったかの よう

です。[…]私 は こっそ りと寝室 に逃 れ、 ここへ来 ま した。 お友達 にご挨拶 し、心か ら抱 きしめ

るために。1(501)ラ ウは夫 の来訪 を告 げ られた とき驚 き恐れ失神 した。 しか し彼女 は夫 は

怒 らなかった と言 って喜び、王 は寛大な人だ と讃える。心から楽 しめず、健康 な子 どもも生めず、

まさに病気 とい って もよい同情 されるべ き状 態にあった時に、無慈悲 な夫 に よ り、 ラウは故郷

を追放 され た。 しか し、やっ と笑 い を覚 え、流刑 を解 かれたか と思 えば、今度 は夫 の顔色 をう

かがわなけれ ばな らない。 それは女 たち との 自由な楽 しみ を失 った とも言 えるのではないだろ

うか。 だが ラウは夫 は慈悲深 い と誉 めて、卑屈 な喜 び方 をす る。王 である夫 は、ラ ウが まもな

く五度 目の笑い を達成す る と母親(ラ ウの姑)に 予言 され、 さっそ く 「諸侯 たち、つ まり彼 の

叔父 と私(ラ ウ)の 兄 のズユ ン ト、そ れにた くさんの殿方 を伴 って」(501)、 は るばるラウ

を連れ戻 しにやって きたのだ。権力の頂点 にある男たちの集団が黒海の方 か ら押 し寄せ て くる。

女 たちはただ畏 ま り感謝す る しかない。 ラ ウはい まや、完全 に夫が誇示す る父権 のシステムの

中に、取 り込 まれ たので ある。

女たちによる癒 し、女たちによる世界 の回復 、父権的システムの改善の ように見 えた ものは、

一瞬 に して消 え去 る
。 そ して、ラウが女性 と して成熟 し成長 を遂 げていったか に思 われ たプロ

セスは、実は、男性社会 の片 隅に取 り込 まれ、父権制 を支 えるため に子 どもを生 むための 、準
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備段階に過 ぎなかったのである。いかがわ しい世界であったはずの糸紡 ぎ部屋の営みを、明る

く健全なもの として描 くなどして、女性の持つ救済能力を高 く評価するかに見えた作者ではあ

るが、結局は、近代の男性による女性支配と父権制度の堅持を肯定してしまっているのである。
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